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NICT 第３期中期計画の重点領域（2011〜2015年度） 

 計測技術からデータ分析まで幅広い研究分野をカバー 
 情報通信が如何に社会と融合し役立っていくかが課題 

ネットワーク基盤技術 
光通信、ワイヤレス通信、ネットワークセ
キュリティなどの技術の研究開発を進める
ことにより、環境負荷を低減し、大容量で
高度な信頼性・安全性を備えた新世代ネッ
トワークの実現を目指します。 

ユニバーサルコミュニケーション 
基盤技術 

多言語通信、超臨場感通信などの技術の
研究開発を進めることにより、言葉の壁
を越えたコミュニケーションや高度な臨
場感を伴う遠隔医療など、人と社会にや
さしいシステムの実現を目指します。 

電磁波センシング基盤技術 
時空標準、電磁環境、電磁波センシング
などの技術の研究開発を進めることによ
り、電磁波を安全に利用するための計測
技術、災害や気候変動要因等を高精度に
センシングする技術等の利用促進を目指
します。 

未来ＩＣＴ基盤技術 
脳・バイオICT、ナノICT、量子ICT、超
高周波ICTなどの技術の研究開発を進め
ることにより、未来の情報通信にイノ
ベーションをもたらす新たな情報通信概
念と技術の創出を目指します。 

NICTが取り組む研究開発 概要 
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2. 耐災害ICT研究センター 
ロバストな光ネットワーク 
柔軟なワイヤレスネットワーク 
情報の利活用と配信 

3. ソーシャルICT推進研究
センター 

センサーデータ、収集ネット
ワーク、解析利活用のサイクル 

Wi-SUNと活用例 
センサーネットワーク 
センサー技術 
 非破壊計測 
 合成開口レーダー 
 ゲリラ豪雨レーダー 

1. NICTの紹介 

四つの重点領域 
研究所と研究センター 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
In April this year, NICT entered its third five-year mid-term plan and, on this occasion, reorganized its research division and department structure as shown here.
The R&D division consists now of 6 research institutes working on 4 major themes, such as network technologies, universal communication technologies, advanced ICT and applied electromagnetic technologies.
In addition, NICT has been managing several network testbeds via its Network Testbed Research and Development Promotion Center. 
NICT will also host the international program office of the new World Data System (WDS) of the International Council of Science (ICSU), which is done at the integrated science data system research laboratory.
NICT has also a small office that assists in the development of information gathering satellites.

Research is supported and promoted by 4 departments shown here in purple by collaborating with outside parties both domestic and overseas and by maximizing the return of investment, which means bringing back as good as possible benefits gained through R&D to society (tax payers)
 
Finally, the 4 departments shown here in orange look after our personnel, finances, and strategies and public relations.




2．耐災害ICT研究センター 
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東日本大震災 巨大地震、大津波、原発事故 
 携帯電話網基地局 合計29,000局が停止 
 通信トラフィック   通常の50～60倍 

  キャリア各社： 最大80～90%の通話制限 
 有線網の寸断、津波被害地では通信インフラ全滅 
 避難者数 約34万人 (2012.5.10現在) 

 政府・自治体関係者、自衛隊、医療機関、被災地のインフラ設備関係各社
等の通信回線がブラックアウト、被害状況把握に致命的な遅れ 

 被災住民の安否確認情報や、生活物資情報等の伝達に大きな支障が発生 

 被災地での医師不足・病院被災により避難者の健康状態悪化（特に高齢者、
健康ハイリスク住民など） 

住民の生活に重大な支障 

情報通信ネットワークは安全で安
心できる生活の重要なインフラ 

災害時に頼りになる情報通
信インフラの実現が急務 

東日本大震災発生時の通信ネットワーク被害とその影響 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
東日本大震災は、巨大地震とそれに伴う大津波、さらには原発事故が誘発され、1000年に一度と言われる大災害となった。
このとき、通信インフラは大きな被害を受けた。例えば、
携帯電話網基地局　合計29,000局が停止
通信トラフィック　　　通常の50～60倍となり、キャリア各社は最大80～90%の通話制限を実施
有線網は各地で寸断され、津波被害地では交換局や携帯電話基地局などの通信インフラが壊滅的な状況
避難者数は仮設住宅や親戚宅への移動等も含めると本年5月10日段階で約34万人と言われ、住民の生活に重大な支障と大きな不安をもたらすこととなった。具体的には、
政府・自治体関係者、自衛隊、医療機関、被災地のインフラ設備関係各社等の通信回線がブラックアウト、被害状況把握に致命的な遅れ
被災住民の安否確認情報や、生活物資情報等の伝達に大きな支障が発生
被災地での医師不足・病院被災により避難者の健康状態悪化（特に高齢者、健康ハイリスク住民など）

この経験が教えてくれたもの：
情報通信ネットワークは人々が安全で安心して暮らすための重要な社会インフラとなっていること、
にもかかわらず、災害時の脆さを露呈してしまった。
災害時に頼りになる情報通信インフラの実現が社会的な急務であり、早急に取り組まなければならない。





災害時に安否確認等の音声通話が爆発的に発生し
た場合に、音声以外の通信処理能力や被災地以外
の通信設備を集中的に活用し、音声通話の利用の
維持を図るための通信技術等を確立 

災害に強い情報通信技術の実現 

●試験・検証・評価を行うための設備（テストベッド）をNICTが東北大学において整備 
 - 光パケット・光パス統合ネットワークテストベッド 
 - ワイヤレスメッシュネットワークテストベッド/WINDS衛星通信地球局 
 - 情報配信基盤実験テストベッド 

●テストベッドを活用した研究開発 

通信インフラが災害で損壊した場合でも、自治
体や公共施設等のインターネット通信等を自律
的に確保するための無線通信技術等を確立 

総務省 

NICT 

H23 情報通信ネットワークの耐災害性強化のための研究開発 

H24~ 災害時の確実な情報伝達を実現するための技術に関する研究開発 

平成24年5月、総務省、NICT、東北大学及び総務省受託
企業から構成される「耐災害ICT研究協議会」を設立 

民間企業 大学 

総務省、情報通信研究機構（NICT）、民間企業、東北大学外からなる産学官連携体制 
ICTの耐災害性強化の研究 

① 災害時に発生する携帯電話の輻輳（混雑）
を軽減する技術の研究開発  

② 災害で損壊した通信インフラが自律的に
機能を復旧する技術の研究開発 

③ 研究開発拠点形成とテストベッド整備 

総務省委託研究：3課題 総務省委託研究：7課題 
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耐災害ICT研究開発の推進において 

産学官連携の研究開発拠点の形成 
災害に強い情報通信ネットワークの実現 
被災地域の再生と経済活性化に寄与 

必要要件 
速やかな実社会への導入と実用化 
世界トップクラスの研究開発拠点の形成 
アジア太平洋地域への技術支援 

耐災害ICT研究センターの使命 
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光ネットワーク応急復旧 

広帯域光エントランスを被災地へ 

多波長光パ
ケット用資源 

光パス用資源 

波長 

共有資源 
境界制御 

分散型制御機構 

フォトニック分野における耐災害性強化の研究 

光パス制御プレーン 

物理リソースの動的制御による 

国内全域への輻輳波及阻止 

x x 

光パケット・光パス統合 
ノードの緊急時機能実現 

損壊 切断 

ベンダB装置で構成された
ネットワーク 

ベンダA装置で構成された
ネットワーク 

再構成光パス 
（異ベンダ装置間） 

切断 

暫定光ネットワーク再構築 
技術による地域網確保 
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青葉山キャンパス

200 m 
青葉山、片平キャンパス内に設置 

小型無人航空機 車載衛星地上局 

無線メッシュネットワーク 

災害に強いワイヤレスメッシュネットワークの研究 

 災害に強い無線メッシュネットワークを大学構内に設置し、機能を実証 
 衛星や小型無人航空機を付加した実証実験に成功 
 自治体や機器ベンダー等に対して成果展開 
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地方自治体、
NPO、ボラ
ンティア団
体等 

「宮城県で何が不足 
していますか」 

1. 被害の全体像表示 

ユーザ 

H26年度に一般公
開、自治体様の利
用を期待 

被災者を含む
地域住民等 

「宮城県のどこで毛布が 
不足していますか」 

質問：「どこで竜巻」？ 

2. ロングテイル事象も見逃
さない 

アレルギー児対策： 
食物アレルギー対応食 

耐災害情報分析システム 

対災害情報分析システムの研究 

3. 竜巻の検出；メディアの
ニュースより早く（2013.9.2） 
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3．ソーシャルICT 
推進研究センター 
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構造物監視、 
 

スマートフォン、 
センサ・表示 

各種センシングデータほかのクラウド 
ビッグデータ・情報分析 

プローブカー,交通 
物流、人流 

位置情報、車内表

環境センサー 
地域・気象情報等 

スマートメータ 
（電力、ガス、水道等） 

街角表示 

海外地域 
にも展開 

      データ収集 
  

       分析･見える化･予測  
 

      社会で利用 

 地域 
  

               
 

 地域 

地方自治体等と様々
な社会的課題で連携 

ソーシャルICT@NICTは地域の様々な社会的課題に取り組みます 

海外連携、各国各地
域・機関との連携 

農漁業用 
各種産業用 
センサ 

防災センサ
道路標示等 高齢者・障害者対応 

健康、介護 
各種表示 

示 

観光、イベント
等 12 
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時代背景：情報通信のパラダイムシフト@坂内理事長 

 
フェーズ１ （〜20年前） 
 いかにコンピュータや通信システムを作るかが主眼 

 
フェーズ２ （〜数年前） 
 いかにネット上にサイバー世界を作るかが主眼 

 
フェーズ３   （これから） 
 サイバー世界と実世界の融合による価値創造が主眼 

 

情報通信第３のパラダイム 



モバイル・ワイヤレステストベッド 

①センサー情報収集 

センサープラットフォーム 

②センサークラウドでの処理 

センサー情報管理基盤 
（データセンタ） 

地域一次産業関連情報
基盤 

③地域一次産業関連 
  情報基盤との連携 

④分析データ提供 

 防災用 
  センサーシステム 

 農業用 
  センサーシステム 

GIS情報 

センサー情報 

・エリア別 
・センサ別 

自治体向け 
安全・安心、防災・減災 

サービス 

放送・通信連携 
オープンプラットフォー

ム 

防災用途のサービス 
（鉄道事業者用管理システム構築） 

 交通用 
  センサーシステム 

 住宅用 
  センサーシステム 

農業用途のサービス 
（高付加価値型産品市場の構築等） 

交通用途のサービス 
（車両運行、配送管理） 

住宅用途のサービス 
（一括受電による電気料金の低減化） 
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センサー 
プラグイン 

クラウド
への接続 

その他 
事業領域 
への展開 



Wi-SUN（ワイヤレス・スマートユーティリティ・ネットワーク） 

 各種メータ、カメラ等のセンサ、屋内外の様々な機器が柔軟に無線ネットワークを構成し、
プライバシーやセキュリティに配慮して、情報収集、分析、見える化、フィードバック等
を行う。 

 人を含む社会全体の健康状態をモニターすることにより、安全で安心な社会を構築する。 

データ収集、分析、
見える化、フィード
バック（セキュリ
ティ） 

ソーシャル
クラウド 

プローブカー、 
交通 

農漁業用センサ 

構造物監視、防災センサ 

試作 サービスエリアの拡張が簡単 
（マルチホップ通信） 

省エネ 
（単3電池3個で10年間） 

各種センサーと連携可能 
遠隔モニタリングの制御可能 

健康管理 

豊富なオプションにより 
様々な利用形態に対応可能 

スマートメーター 
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試作 開発した無線 
モジュール 

40 mm 

20 m
m

 



鉄道路線のトンネル出口付近の土砂崩れ等による被害を防止するために、
斜面にセンサーを設置して監視を行うとともに、分析の結果により予測等
を行う。 

斜面に設置されるWi-SUN
転倒センサー 
（マルチホップ機能により
Wi-SUN親機に情報を伝送） 

鉄道路線監視センサーシステムを利用した実証実験 

実証実験のポイン
ト 

 公共交通の安全運行支援システムと
して、路線周辺の斜面地のセンサー
監視システムにより監視・検証を行う。 
 

 災害発生そのものを未然に防いだり、
災害規模の縮減が期待でき、耐災害
コストの低減化が期待できる。 

Wi-SUN基地局には転倒セン

サーへの通信機能、監視カメ
ラ、雨量計、温湿度計を搭載。 

転倒センサー 

雨量計 
気温計 

Wi-SUN 

センサー拠点 

カメラ拠点 

監視カメラ 

Wi-SUN
基地局 

Wi-SUNにより伝送されたセ

ンサーからの情報は
WI−SUN基地局内で３G/LTE
の信号に変換されクラウド
（横須賀）に情報を伝送。 

設置場所：京浜急行電鉄鉄道域内 
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農業用センサーシステムを利用した実証実験 
農作物の生産過程におけるきめの細かい品質管理を行うための農業用セン
サーネットワーク実証試験装置。 

Wi-SUN Wi-SUN 

親機 
（Wi-SUN無線
通信機能付き） 

子機 
（カメラ） 

子機 
（センサー） 

モバイル網 

■ Cast 
I love  TV !! It makes  
entertainment pleasant. 
■ Story 
Second screen changes  
the flow of contents.  
■ APP 

F 動 APP 

生産者情報、 
生産者用管理情報 
（センサーデータ） 

センサー情報管理基盤 
（データセンタ、横須賀） 

NICT 
サーバ 

コンテンツ管
理・変換・送出 

LTE/WiMAX等 

ネットワーク構成 

子機 

実証実験のポイント 

 温度・湿度や日射量など
のデータを収集し、適切な
温度・水分管理や収穫次
期等の参考。 
 

 環境等の他のアプリケー
ションに対し、屋外セン
サー情報を提供。 

設置場所： 神奈川県三浦市、北海道川上郡 

センサープ
ラットフォー
ム（親機） 
 

画像、GPS、
温度・湿度、
気圧、日照、
赤外線、風
速、土壌水
分、土壌温
度等 
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各種センサーに 
対応した子機 



橋梁監視センサーネットワークを利用した実証実験 
 橋梁に構造物監視センサーを設置し、振動及び温湿度のデータを収集する。 
 収集データを920MHz近距離無線通信で各橋梁内の構造物監視センサーゲートウェイ装置に送信し、３
Ｇ通信により大規模ストレージ設備へデータを格納する。 

 収集したデータを元に、振動データの計測原理と分析手法の検証を行う。 

センサーゲートウェイ
装置（親機） 

NICT小金井 
（大規模ストレージ） 

センサー 
モジュール 
管理サーバ 

データ分析 

… 

センサーモジュー
ル（子機） 

広域無線（3G） 

振動センサー 湿度センサー 

実証実験のポイン
ト 

上り 

鋼橋、PC橋など橋梁の材質や橋梁自身
の新旧の違いを考慮して設置場所を選定 
 

３箇所の異なる橋梁に計７５式のセンサー
モジュールを設置 
 

無線機バッテリーを２年間もたせる条件下
で、パラメータ（伝送速度、計測時間、デー
タ送信タイミング、サンプリング周波数、セ
ンシング感度）を選定 

 例として、サンプリング周波数40kHzでデータ計測時間10
秒/1回/1日。また100Hzの場合で10分/1回/1日。 

親機 

センサーと子
機 

振動センサー設置場所（上面図）イメージ 
近距離無線 

（920MHz/出力10mW） 

データの利用に関す
る協議会を設置予定 

振動 温湿度 振動 温湿度 

接続可能台
数 25台(最
大) 

車両通行方向 

下り 

親機 
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構造物監視センサーネットワークを利用した実証実験 
 福島郡部を中心として建造物および橋梁に無線センサーを設置し、それらの振動データを収集。 
 データは、携帯キャリア公衆網を通じて大規模ストレージ設備に蓄積し、評価支援用のデータを
長期・継続的に算出し、標準点検要領の点検項目と比較しての活用可能性・活用範囲を検討。 

 無線センサーの長期連続動作により、通信安定性、動作安定性、電池稼働性、屋外耐久性等を検
証・改良。 

JGN-X※

大規模ストレージ設備

IEEE1888形式を扱うサーバ
（FIAPStorage）

・・・

Internet

無線ヘッドエンド管理・
データ処理ソフトウェア

無線ヘッドエンド装置

計測対象物（ビル）
構造物監視センサー設置設備

構造物監視センサー装置

計算機設備・計算サーバ

仮想マシン

テム全体像＞

観測値

計測対象物（橋梁）

:NTTDの導入物 IEEE1888

※JGN-X（JGN eXtreme）
新世代通信網テストベッド

対象設備構成品 

橋梁（６箇所×２センサー） 構造物（２箇所×７センサー） 

構造物管理者 

地震発生
時の振動 

実証実験のポイント 

構造物の健全性の評価および橋
梁の長期劣化の評価。 
 

１つは８階建てのオフィスビル、２
つめは役場の３階建てビル。 
 

無線センサのバッテリー寿命と必
要なデータのトレードオフをスリー
プ機能、トリガー機能により検討。 
 

加速度センサーは１００Hzサンプ

重量車両通
過時の振動 

周波数920MHz/出力25mW 

建造物、橋梁共に、１箇所に１台で、各箇所
の全センサーデータを収容可能。 

小型のため電柱に設置可能であり、屋外設

リング。トリガー値を２〜３トン車
に合わせている。１時間の内で１
０回を越えるような場合はそれ以
上反応しない。 
 

置時の電源や敷地の確保の問題を解決。 センサーバッテリーの寿命は２時
間/１日で２年間。 センサー設置のイメージ 親機 センサーと子機 19 



河川監視センサーネットワークを利用した実証実験 
 河川流域（２級河川以下）に河川監視センサーを設置し、河川水位及び流域雨量のデータを収集。 
 収集データをマルチホップ無線で河川監視局内の設備に送信し、データ解析及び水位予測（リアルタイムな可視

化）を実施。また、データは、大規模ストレージ設備に転送・蓄積し、『水位予測モデル』の検討に活用。 
 自治体職員が庁舎で居ながらに「水門開閉タイミング」や「流域住民への避難勧告発信時期」を適切かつタイム

リーに判断できるような情報配信システムの開発及び実証。 

NICT小金井 
（大規模ストレージ設備） 

Internet 

■水位・雨量データのデータ送信に関する技術 

GW 

L3SW 

NW管理用
ｻｰﾊﾞ 

ﾃﾞｰﾀ管理
用ｻｰﾊﾞ 

揚水機場１ 

揚水機場２ 

揚水機場５ 

揚水機場６ 

揚水機場４ 

揚水機場３ 

市役所 揚水機場１から市役所まで５〜６km 

  ：920MHz無線機（12箇所16式、出力20mW） 
  ：水位センサー（6箇所9式） 
  ：雨量センサー（1箇所1式、10分間隔） 

市役所 
（サーバ施設） 

920MHz帯無線機 
(親局) 

920MHz帯無線機(中継局) 920MHz帯無線機(子局) 雨量データロガー 

水位計変換処理器 水位計 

雨量計 

 超音波反射時間方式 
 測定分解能1cm 

 

 雨量(0.5mm単位) 
 累加雨量(0.5mm単位) 

無効な経路 
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データをIPv6パケットでマルチホップ伝送 



電磁波センシング技術１（非破壊計測） 
“5〜20GHz”の電磁波を用いるセンシング技術の研究開発を実施。 

6cm 破断部
分 

1cm 

アンテナ・測定装置 

6cm 

電磁波
（10GHz） 

 損傷を模擬した破断によ
る隙間を検出可能 

鉄筋 

タイルの目地 
タイルの割れ目の影 

立体図 
6 cm角の木材 

破断部分 
石膏ボード 

4cm 

立体図 

壁の裏にある柱 

現在、20GHzで高分解能センシング技術を開発中（H27年度完了予定） 

コンクリート壁内の鉄筋 

木造建造物の壁裏の柱やコンクリート壁内の鉄筋の状態の観測 

10GHzで実用化 5GHzで確認 

センシング装置 
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平成25年8月18日16時30分頃に発生した桜島昭和火口の爆発的噴火を受け、 
2日後の8月20日にPi-SAR2による緊急観測を実施しました。 

同機からの写真撮影 
8月18日の噴火 
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電磁波センシング技術２（航空機搭載合成開口レーダ） 

 航空機搭載合成開口レーダ（Pi-SAR2）は広域の映像を高分解能（30cm）で観測します。 
 全天候で、昼夜関係なく映像を取得できるので、災害監視などに有効です。 
 最新の研究開発により、観測から地上での映像取得までの時間が約10分（従来は数時間）
に短縮されました。 

 今後、企業を通じて公的機関などに導入されることにより、安全で安心な社会に貢献します。 



２０１２年７月２２日,１８時過ぎに北摂山系で発生した局地的大
雨の３次元構造を南西から見た鳥瞰図 （京都府園部アメダスで２
時間雨量 72.5 mmを観測） 。青→緑→黄→赤色は雨の強さを表す。 

12 km 
（高度） 

大阪湾 

淀川 

六甲山 
２０１２年７月２６日にけいはんな（京都府精華町）付近に発生した積乱雲
にともなう局地的大雨の成長を北東方向から２分毎に見た鳥瞰図。高度４～
６ kmに現れたゲリラ豪雨の卵が上昇流で急激に成長している（黄色丸印） 。 

17:36:16 17:38:16 17:40:16 8 km 
（高度） 

初号機：NICT委託研究「次
世代ドップラーレーダ技術の
研究開発」にて大阪大学・
（株）東芝が開発し、大阪大
学吹田キャンパスに設置
（2012) 

２号機・３号機：初号機と同
型のレーダをNICT未来ICT研
究所（神戸市岩岡）、NICT
沖縄電磁波技術センター（沖
縄県恩納村）に整備
（2014） 

電磁波センシング技術３（ゲリラ豪雨レーダ） 
 突発的・局所的気象災害の早期検知には、迅速な降水雲の３次元構造の把握が重要であるが、従来のC
バンドやXバンドのレーダ観測では時間分解能が対応しきれていないのが現状。  

 局地的大雨の迅速な予測を目指し、縦を１度に測る高時間分解能フェーズドアレイ方式を採用し、開発。 

積乱雲の観測事例 

レーダ開発と最近の
整備状況 

23 
沖縄サイト 

大阪大学吹田
キャンパス 

NICT未来
ICT研究所 

NICT沖縄電磁
波技術センター 

近畿サイト 

レーダ 
レーダ レーダ 

60km 
60km 

60km 

Dual-Doppler 
解析範囲 

観測データ取得後、
データの伝送から処理、
可視化まで所要時間１
分強で可視化が可能 



まとめ 
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 耐災害ICT研究 
 ロバストな光ネットワーク 
 柔軟なワイヤレスネットワーク 
 情報の利活用と配信 

 センサーデータ、収集ネットワーク、解析利活用のサイクル 
 Wi-SUNと活用例 
 センサーネットワーク 
 センサー技術 

• 非破壊計測 
• 合成開口レーダー 
• ゲリラ豪雨レーダー 

NICTの耐災害と防災減災のための技術 

 これらNICTで開発してきている技術のうち、役立つものがある
ようなら、愛媛県始め、各地域に役立てていきたい。 

 さらなる研究開発の推進には、現実世界のニーズをしっかり掴む
ことが重要。各地域の様々なニーズを是非教えて頂きたい。 

今後に向けて 
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